
国立国会図書館デジタルコレクションより



植物工場でサステナビリティを
美味しく手頃に
農業コスト上昇と環境負荷が課題の中、持続可
能な食料生産をめぐる競争が加速している。
2016年設立のOishii Farm（オイシイファーム）
は、従来の農業に代わる植物工場を発展させる
ことを目指し、2025年に日本に研究センターを
設立。農業・マーケティング・テクノロジーに対
する同社のユニークなアプローチを紹介する。

水道に頼らない水供給
持続可能な水インフラの
新常識とは？
水を取り巻く問題が世界的に深刻化する中、東
京のENELL株式会社が「空気から水をつくる」
技術を軸に、配管不要の水インフラの実現を目
指す。未来のオフグリッド端末「無限水」は、空
気・雨水・川の水を薬剤ゼロで安全な飲料水に
変換。東京発のテクノロジーが、世界へ広がろ
うとしている。

ニューヨークと東京、
姉妹都市提携65周年を祝う
2025年、東京とニューヨークは姉妹都市提携
65周年を迎えた。Global City Network for 
Sustainabil ity（G-NETS）実務責任者級会
議に出席した市長室国際担当者らが、姉妹都市
提携に対する考えを語った。



アジアの金融ハブを目指して
2019年設立の一般社団法人東京国際金融機構
（FinCity.Tokyo）は、日本初の官民連携金融プ
ロモーション組織として、東京を国際金融ハブと
して世界に発信。会長である中曽宏氏に、企業・
投資家の架け橋としてのプロジェクトや、持続可
能な経済成長を牽引する国際的な金融ハブとし
ての東京の確立への挑戦について話を伺った。

未来への投資：
日本初・女性活躍を支援する
スタートアップファンド
日本初の女性特化型ベンチャーファンド「WPower 
Fund I」。起業家の約10％が女性であるのに対
し、女性創業者への投資はわずか2％という状況
を変えるため、MPower Partners のキャシー
松井氏に女性起業家支援と東京のイノベーション
促進について話を伺った。

金融とテクノロジーで切り拓く、
東京スタートアップエコシステムの未来
「新しい産業構造に新しいお金の流れを作る」を
ミッションに、独自技術で新たな金融の仕組み
づくりを進めるFivot。「東京金融賞2024」金融
イノベーション部門第1位を受賞し、FinTech企
業として注目を集めている。代表・安部匠悟氏に、
都内スタートアップの可能性と未来について聞
いた。



東京の豊かな銭湯文化に浸る
銭湯は数百年にわたり、東京の各地に欠かせな
い存在だった。自宅で風呂に入るのが一般的に
なるまでは、人々は銭湯に通って体を洗い、湯
に浸かっていた。
今も手頃にリフレッシュできる場として愛され、
ユニークな文化体験で心身をリセットすることが
できる東京の豊かな銭湯の魅力を紹介。

江戸の伝統文化をAIで共有
ビジネスや研究から個人利用に至るまで、AIは
急速に幅広い分野へ組み込まれている。しかし、
地域ごとの事情や文化に精通したAIはまだ限ら
れている。日本では、東京のスタートアップ、
Sakana AIがこの課題の解決に挑んでいる。

盆栽の価値に目覚め、
文化的ルーツを探る
東京の高校生
盆栽はあらゆる年齢の人々に愛される、美しく文
化的価値の高い鉢植えで樹木を小さく育てる芸
術である。東京都立園芸高校の盆栽部員たちは
この伝統を輝かせ、ワークショップでインストラ
クターを務めるなど盆栽愛を分かち合う活動を
展開。部員たちの盆栽への情熱に迫る。



異彩を放つアートが
社会を変える
銀座から世界への挑戦
HERALBONY LABORATORY GINZAは、障害
のあるアーティストの作品をプロダクト化し、「違
い」に対する社会の認識を変える実験室である。
創業者の家族の物語から生まれた企業、ヘラル
ボニーは、アートでインクルージョンを推進、パリ
へも進出した。HERALBONY EUROPE CEOに
取組を聞いた。

江戸東京たてもの園が伝える、
江戸時代の豊かさ
東京の失われゆく歴史的建造物を保存・展示し、
江戸時代以来の都市と暮らしの変遷を伝える
「江戸東京たてもの園」。広大な敷地には、30の
復元建造物が展示されている。この園の魅力に
ついて、園長に話を聞いた。

若手デザイナーが見据える、
東京のファッションシーンの行方
東京都が主催する二つのファッションコンクールで
は、次代を担う若手デザイナーの才能が見出され
た。学生時代の挑戦を経て、卒業後も創作を続け
る彼らは、東京を世界に開かれたファッションの拠
点とする明確なビジョンを描いている。その思いと
現在の活動、そして東京のファッションシーンが向
かう先に迫る。




